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✧ 「情報提供業務（オンライン）」における利用者の動向について（その 3） 
 

7 緊急地震速報配信サービスの状況 

 

【平成 18～26 年度の利用動向】 

 利用者（回線数）は、平成 18 年度の運用当初から平成 21 年度までの 3年で急増し、80 者台（100

回線近く）となりました。19・20 年度には利用者数の伸びが鈍化し、21～23 年度にはほぼ一定と

なっています。 

 平成 22 年度末の東日本大震災以降、1 年程度経て、24 年度・25 年度に再び約 10 者（約 20 回

線）が増加し 90 者台（120 回線近く）となりました。東日本大震災以降における民間等での危機

管理・防災対策の強化の結果と考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 26 年度末における緊急地震速報配信サービスの利用者（回線）数】 

 回線（利用者）数は、全体で、117 回線(93 者）

です。予報業務許可事業者（地震動）が 47 回線（34

者）、一般が 50 回線（39 者）で、ともに全体の 4

割程度で、ほぼ同じとなっています。 

 報道機関は 12 回線（者）、行政機関は 8回線（者）

で、１割強です。 

 

緊急地震速報配信サービスにおける利用回線数の推移（平成 18～26 年度、4業態別） 



 

 

 

【平成 26 年度末の産業分類別等の利用者の動向】 

 利用者全体 93 者の産業分類は、情報通信技術（ICT)や情報提供サービスにかかわるソフト・ハ

ード面の事業者が半数近くを占めますが、その他、比較的多様な産業分野でも利用が進められて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ※「情報提供業務（オンライン）」における利用者の動向について（その 1）は賛助会員だより No.99 に、

（その２）は No.101 に掲載しています。 

 

 

緊急地震速報配信サービス利用者(93 者）における 産業分類別の状況 


